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はじめに 
 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告なしに変更することがあります。 
 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。 
 本書の利用は、お客さまの責任において行われるものとします。 
 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことがありましたら、お手数ですが、当社営業・

代理店または、下記の CS センターまでご連絡ください。 

   
 

 
                

Technical 
Information 

記載内容は、お断りなく変更することがあります。 TI 04L01L03-01JA
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■概要 

DA100とDAQ32（OSがWindowsXPまたはWindows7のパソコン）を、1対1でイーサネット接続通信させる場合の設

定方法をご紹介いたします。 

 

■設定手順 

1. ハブを使用しない場合は、DA100 のイーサネットモジュールとパソコンをクロスケーブルで接続して

ください。ハブを使用する場合は、DA100 のイーサネットモジュールとハブ間、ハブとパソコン間を

ストレートケーブルで接続してください。 

 

 ＜WindowsXP の場合＞ 

2. パソコン側の設定を行います。Windows のデスクトップ上にある『マイネットワーク』のアイコンを

右クリックし、『プロパティ』をクリックしてください。 

 

 

 

3. 『ネットワーク接続』のウインドウが表示されます。ウインドウ内の『ローカルエリア接続』を右ク

リックして『プロパティ』をクリックしてください。 
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4. 『ローカルエリア接続のプロパティ』ウインドウが表示されますので、『インターネットプロトコル（ＴＣＰ/ＩＰ）』を

選択し、『プロパティ（Ｒ）』をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 『 イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル （ TCP/IP ） の プ ロ パ テ ィ 』 ウ イ ン ド ウ が 表 示 さ れ ま す 。

 

例としてIPアドレス 192.168.0.10 とした例。 

 『次の IP アドレスを使う』を選択し、「IP アドレス」、「サブネットマスク」、を下記のように設定し、「OK」をクリック

 します。   「IP アドレス」 192.168.0.10 「サブネットマスク」 255.255.255.0 

 

6. 『ローカルエリア接続のプロパティ』を 「OK」をクリックします。 これでパソコン側の設定は完了です。 
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＜Windows7 の場合＞ 

2.  コントロールパネルの『ネットワークと共有センター』をクリックしてください。 

3.  『ネットワーク接続』のウインドウが表示されます。ウインドウ内の『ローカルエリア接続』を左クリックして表示さ 

れる『ローカルエリア接続の状態』の プロパティ をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.  『ローカルエリア接続のプロパティ』ウインドウが表示されますので、『インターネットプロトコルバージョン 4（ＴＣ 

Ｐ/ＩＰV4）』を選択し、『プロパティ（Ｒ）』をクリックします。 
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5.  『インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPV4）のプロパティ』ウインドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例として IP アドレス 192.168.0.10 とした例。 

次の IP アドレスを使う』を選択し、「IP アドレス」、「サブネットマスク」、を下記のように設定し、「OK」をクリックし 

ます。「IP アドレス」 192.168.0.10 「サブネットマスク」 255.255.255.0 

 

6. 入力内容を確認後、 「OK」をクリックします。 これでパソコン側の設定は完了です。 

 

 

 

 

 

7. 次に DA100 の IP ｱﾄﾞﾚｽを設定します。 

DA100 の電源を OFF にして、イーサネットモジュールのディップスイッチの１

番（向かって一番左）を上にあげ、DA100 の電源を ON にします。 

 

 

8. インストールした DAQ32 の『ランチャ』を起動します。 

（画面左下の『スタート』→『すべてのプログラム』→『DARWIN DAQ32』→『ランチャ』で起動できます。） 

 

9. 起動した『ランチャ』に表示される『環境・診断・校正起動』を起動します。 

（赤丸で囲んだアイコンがそれです。） 
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10. 下記ウインドウが表示されます。ウインドウ内の『ネットワーク』タブを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 下記ウインドウが表示されます。ウインドウ内の『チェック』を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 『IPアドレス』『サブネットマスク』『デフォルトゲートウェイ』に現在の設定内容が表示されます。 

 

 

 『IP アドレス』を 192.168.0.20 

 『サブネットマスク』を 255.255.255.0 

 『デフォルトゲートウェイ』を 0.0.0.0 と入力し、 

 『OK』を押してください。 

 確認のウインドウが現れますので、『OK』をクリック 

 してください。 
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13. ウインドウ内の『環境』タブをクリックしてください。下記表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 画面右下段の Ethernet の『アドレス』横に、先ほど設定した DA100 の IP アドレスである 192.168.0.20 を設定

 します。 設定が終了したらメニューの『ファイル』→『終了』を押し、このウインドウを終了します。 

 

14. 『ランチャ』を終了します。（下の赤丸で囲んだアイコンをクリックし、『終了』をクリックします。） 

 

 

15. DA100 の電源を OFF にして、イーサネットモジュールのディップスイッチの１番（向かって一番左）を下にさげ、

DA100 の電源を ON にします。 以上で DA100 の IP アドレス設定は終了です。 

 

 

 

 

  

16. インストールした DAQ32 の『ランチャ』を再度起動します。 

（画面左下の『スタート』→『すべてのプログラム』→『DARWIN DAQ32』→『ランチャ』で起動できます。） 

 

17. 起動した『ランチャ』に表示される『環境・診断・校正起動』を起動します。 

（赤丸で囲んだアイコンがそれです。） 

 

18. 表示されたウインドウのメニュー『診断』→『再構築』を行ってください。 

ウインドウに実際使用している DA100 のハードウエア構成と同じものの絵が表示されれば終了です。 

ウインドウのメニューの『ファイル』→『終了』を押し、ウインドウを閉じます。 
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これで通信できるようになり、実際に使用するハードウエア構成を認識させることができます。 

この後は、DA100 の各種設定になります。 

各種設定の方法につきましては、取扱説明書「データアクイジションソフトウエア DAQ32 IM DP12011-61」の第４章を

ご参照ください。 
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